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SQL Server 2005SQL Server 2005：：
分散データベースアプリケーション開発分散データベースアプリケーション開発

【【Advanced Advanced トラックトラック:9:9】】

会社名：有限会社アークウェイ会社名：有限会社アークウェイ
役職：コンサルタント役職：コンサルタント
名前：黒石名前：黒石 高広高広

自己紹介自己紹介

ECECサイト構築、サイト構築、EAIEAIシステム構築のコンサルシステム構築のコンサル
ティングを経て、現在ティングを経て、現在.NET.NETでのアジャイル開でのアジャイル開
発のコンサルティングに携わる発のコンサルティングに携わる

有限会社アークウェイ有限会社アークウェイ

http://http://www.archway.co.jpwww.archway.co.jp//

NAgileNAgile
.NET.NET技術でのアジャイル開発スタイル技術でのアジャイル開発スタイル
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AgendaAgenda

DemoDemo
XML XML WebWebサービスサービス

Service BrokerService Broker
Notification ServiceNotification Service
アプリケーション統合のヒントアプリケーション統合のヒント

まとめまとめ

目的目的

分散環境にあるデータベースを分散環境にあるデータベースをSQL Server SQL Server 
20052005の新機能を使ってどのように統合できの新機能を使ってどのように統合でき
るか学ぶるか学ぶ

アプリケーション統合の際に、役立つ様々なアプリケーション統合の際に、役立つ様々な
MicrosoftMicrosoft技術が、どのような状況／局面に技術が、どのような状況／局面に
どの技術が最適か学ぶどの技術が最適か学ぶ
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SQL Server SQL Server 新機能を利用したデモ新機能を利用したデモ
-- WebWebサービスサービス
-- Notification ServiceNotification Service

XMLXML WebWebサービス概要サービス概要

SQL ServerSQL ServerのストアドプロシージャをのストアドプロシージャをWebWeb
サービスとして公開し、クライアントから直接サービスとして公開し、クライアントから直接
データベース操作を行えるようにする機能データベース操作を行えるようにする機能

SQL Server 2000SQL Server 2000ではではSQLXMLSQLXML機能として機能として
利用可能利用可能

最新版最新版 : SQLXML 3.0 sp2: SQLXML 3.0 sp2
下記下記URLURLよりダウンロード可能よりダウンロード可能
http://www.microsoft.com/downloads/http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylangdetails.aspx?displaylang==jj
a&FamilyIDa&FamilyID=4C8033A9=4C8033A9--CF10CF10--4E224E22--80048004--477098A407AC477098A407AC
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クライアント SQL Server 2005

WebWebサービスアーキテクチャサービスアーキテクチャ

Windows Server 2003/
Windows XP SP2

HTTP.sys

HTTP
(SOAP)

クライアント
アプリケーション

ストアドプロシージャ

WSDLジェネレータ

エンドポイント

WebWebサービスアーキテクチャサービスアーキテクチャ

Internet Information ServiceInternet Information Serviceを利用せず、直を利用せず、直
接カーネルモードの（接カーネルモードの（HTTPHTTP.sys.sys）を利用）を利用

Windows Server 2003 / Windows XP sp2Windows Server 2003 / Windows XP sp2
SQL Server 2005SQL Server 2005上で上でWebWebサービスを実行サービスを実行

クライアントから構成されたエンドポイントにクライアントから構成されたエンドポイントに
アクセスすると、アクセスすると、WSDLWSDLの参照やストアドプロの参照やストアドプロ
シージャの実行が可能シージャの実行が可能
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WebWebサービス構成の流れサービス構成の流れ

ストアドプロシージャ
作成

ストアドプロシージャ
作成

エンドポイント
作成

エンドポイント
作成

Webサービス

実行

Webサービス

実行

アクセス権
設定

アクセス権
設定

WebWebサービス構成の流れサービス構成の流れ

1.1. ストアドプロシージャの作成ストアドプロシージャの作成
WebWebサービスとして公開するストアドプロシージャの作サービスとして公開するストアドプロシージャの作
成成

2.2. エンドポイントの作成エンドポイントの作成
HTTPHTTPややSOAPSOAPに関する設定を行い、実行するストアドに関する設定を行い、実行するストアド
プロシージャと関連付けるプロシージャと関連付ける

3.3. アクセス権の設定アクセス権の設定(Option) (Option) 
エンドポイントに対するアクセス権の設定エンドポイントに対するアクセス権の設定

4.4. WebWebサービス実行サービス実行
クライアントからクライアントからWSDLWSDLを参照し、を参照し、WebWebサービスを実行サービスを実行
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ストアドプロシージャの作成ストアドプロシージャの作成

CREATE PROCEDURECREATE PROCEDURE sp_SelectEmployeessp_SelectEmployees
( ( @@emp_idemp_id intint ))

AS BEGINAS BEGIN
SELECTSELECT

[[EmployeeIDEmployeeID], [], [LastNameLastName], [], [FirstNameFirstName], [Title]], [Title]
FROM FROM 

[[Northwind].[dbo].[EmployeesNorthwind].[dbo].[Employees]]
WHEREWHERE

EmployeeIDEmployeeID = = @@emp_idemp_id
ENDEND

ストアドプロシージャの作成ストアドプロシージャの作成

作成するストアドプロシージャに対する制約作成するストアドプロシージャに対する制約
は特には特に無し無し

注意事項注意事項

WebWebサービスで利用できないストアドプロシーサービスで利用できないストアドプロシー
ジャの引数名ジャの引数名

““@@””, , ““@@@@””, , ““@@@@param_nameparam_name””



日経コンピュータ主催
速習！SQL Server 2005/Visual Studio 2005 スキルアップセミナー

© 2005 Archway Inc. All rights reserved. 7

エンドポイントのエンドポイントの作成作成

CREATE ENDPOINTCREATE ENDPOINT HelloWorldEndPointHelloWorldEndPoint
STATE = STARTEDSTATE = STARTED

AS HTTPAS HTTP ((
AUTHENTICATION = ( INTEGRATED )AUTHENTICATION = ( INTEGRATED ),,
PATH = PATH = ‘‘//sqlsql/demo/demo’’,,
PORTS = ( CLEAR )PORTS = ( CLEAR )

))
FOR SOAPFOR SOAP ((

WEBMETHOD WEBMETHOD ((
‘‘http://http://www.archway.co.jp/sqlsamplewww.archway.co.jp/sqlsample//’’, , ‘‘HelloWorldHelloWorld’’
( ( NAME = NAME = ‘‘Archway.dbo.sp_HelloWorldArchway.dbo.sp_HelloWorld’’ ),),
WSDL = DEFAULTWSDL = DEFAULT

))
))

HTTPアクセスするURLのパス名

Webサービスの認証モード

このWebメソッドで実行するストアドプロシージャ

Webメソッド名

エンドポイントのエンドポイントの作成作成

エンドポイントの設定エンドポイントの設定

エンドポイント名の指定エンドポイント名の指定

STATESTATEの設定の設定

WebWebサービスの状態、通常はサービスの状態、通常はSTARTEDSTARTEDで構成で構成

HTTPHTTPの設定の設定

認証モード認証モード

パスパス

URLURLのパス名の設定のパス名の設定

SOAPSOAPの設定の設定

WebWebメソッドの設定メソッドの設定

名前空間、名前空間、WebWebメソッド名の設定メソッド名の設定

実行するストアドプロシージャの設定実行するストアドプロシージャの設定

WSDLWSDLの設定の設定
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WebWebサービスの認証モードサービスの認証モード

IISIISの認証モードとほぼ同等の認証モードとほぼ同等

BASICBASIC
基本認証、インターネット経由での認証で利用基本認証、インターネット経由での認証で利用

ユーザ名／パスワードが生データのまま送信ユーザ名／パスワードが生データのまま送信

DIGESTDIGEST
ダイジェスト認証、基本認証を拡張しユーザ名／パスワードにダイジェスト認証、基本認証を拡張しユーザ名／パスワードに11方向ハッシュ化方向ハッシュ化

KERKERBBEROSEROS
秘密鍵暗号を利用した認証方式、インターネット標準秘密鍵暗号を利用した認証方式、インターネット標準

Windows 2000Windows 2000以降でサポート以降でサポート

NTLMNTLM
Windows 9X, Windows NT 4.0Windows 9X, Windows NT 4.0などの旧クライアントで利用される認証モードなどの旧クライアントで利用される認証モード

INTEGRATEDINTEGRATED
統合認証、アクセスする統合認証、アクセスするWindowsWindowsユーザの資格でストアドプロシージャを実行ユーザの資格でストアドプロシージャを実行

匿名認証はサポートされていないので注意匿名認証はサポートされていないので注意

アクセス権設定アクセス権設定(Option)(Option)

エンドポイントへのアクセス権設定エンドポイントへのアクセス権設定

CONNECT ON ENDPOINTCONNECT ON ENDPOINT
エンドポイントへのエンドポイントへのHTTPHTTP接続権限、接続権限、WSDLWSDL参照の権参照の権
限設定限設定

エンドポイントの管理権限設定エンドポイントの管理権限設定

ALTER ANY ENDPOINTALTER ANY ENDPOINT
ALTER ON ENDPOINTALTER ON ENDPOINT
CONTROL ON ENDPOINTCONTROL ON ENDPOINT

※ Beta版から構文の変更があるため、最新情報はBooksOnlineを参照
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WebWebサービス実行サービス実行

クライアントからの呼び出し例クライアントからの呼び出し例
localhost.proxylocalhost.proxy soapClientsoapClient = new = new localhost.proxylocalhost.proxy();();
soapClient.CredentialssoapClient.Credentials = = 

System.Net.CredentialCache.DefaultCredentialsSystem.Net.CredentialCache.DefaultCredentials;;
soapClient.HelloWorld(soapClient.HelloWorld(““HelloHello World!!World!!””););

.NET.NETでの実装は、通常のでの実装は、通常のASP.NET WebASP.NET Web
サービスの呼び出しとほぼ同じサービスの呼び出しとほぼ同じ

統合認証を利用する場合は、統合認証を利用する場合は、SOAPSOAPクライアントクライアント
ののCredentialCacheCredentialCacheを書き換えるを書き換える

その他その他

SELECT * FROM SELECT * FROM sys.http_endpointssys.http_endpoints
登録されているエンドポイントの一覧表示登録されているエンドポイントの一覧表示

DROP ENDPOINT DROP ENDPOINT <<エンドポイント名エンドポイント名>>
エンドポイントの削除エンドポイントの削除
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WebWebサービス構築サービス構築

デモの構成デモの構成

クライアント

Visual Studio 2005
で作成した

Windowsアプリケーション

クライアント

Visual Studio 2005
で作成した

Windowsアプリケーション

エンドポイント

ストアドプロシージャを
実行するWebサービス

エンドポイント

ストアドプロシージャを
実行するWebサービス

ストアドプロシージャ

データベースの操作
（INSERT, SELECT）

ストアドプロシージャ

データベースの操作
（INSERT, SELECT）
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ASP.NET WebASP.NET Webサービスとの比較サービスとの比較

単純な処理を行った際の処理速度単純な処理を行った際の処理速度

階層が少ない分、早い処理速度が期待できるため階層が少ない分、早い処理速度が期待できるため

構成の容易さ構成の容易さ

開発者の経験や感覚に依存するため開発者の経験や感覚に依存するため

複雑な処理の開発効率複雑な処理の開発効率
TT--SQLSQLよりもよりも.NET.NETのほうが豊富なのほうが豊富なAPIAPIが提供されるためが提供されるため

負荷分散負荷分散
SQL Server 2005SQL Server 2005上でのみ上でのみWebWebサービスを実行できるサービスを実行できる
ため負荷分散（スケールアウト）は難しいため負荷分散（スケールアウト）は難しい
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Service BrokerService Broker概要概要

SQL Server 2005SQL Server 2005間でメッセージを送受信し、間でメッセージを送受信し、
アプリケーション間のデータ統合を行うためアプリケーション間のデータ統合を行うため
の機能の機能

非同期連携非同期連携

順序制御順序制御

ストアドプロシージャから外部サービスへメッストアドプロシージャから外部サービスへメッ
セージ送信セージ送信

別のストアドプロシージャを非同期で実行別のストアドプロシージャを非同期で実行

SQL Server 2005SQL Server 2005での新機能での新機能
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Service BrokerService Broker適用シナリオ適用シナリオ

非常に多くの処理を行っている巨大なストア非常に多くの処理を行っている巨大なストア
ドプロシージャをドプロシージャをService BrokerService Brokerの機能をの機能を
使っていくつかに分割使っていくつかに分割

複数のストアドプロシージャを並列実行複数のストアドプロシージャを並列実行

ただし、例外処理が複雑になるので注意ただし、例外処理が複雑になるので注意

WebWebサービス機能で受信した巨大なサイズサービス機能で受信した巨大なサイズ
のメッセージをのメッセージをService BrokerService Brokerの機能を使っの機能を使っ
て非同期処理化て非同期処理化

外部データベースへ送るデータを、外部データベースへ送るデータを、ServiceService
BrokerBrokerの機能を使って順序制御の機能を使って順序制御

キュー機能キュー機能

送信元
アプリケーション

送信元
アプリケーション

送信先（受信側）
アプリケーション

送信先（受信側）
アプリケーション

メッセージ
送信

メッセージ
受信

キュー
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キュー機能キュー機能

非同期連携非同期連携

送信元アプリケーションからキューにメッセージ送信元アプリケーションからキューにメッセージ
を送信した時点で別の処理を続行可能を送信した時点で別の処理を続行可能

応答メッセージを待つ必要は無い応答メッセージを待つ必要は無い

同期連携と比較すると例外処理が難しい同期連携と比較すると例外処理が難しい

順序制御順序制御

キューにメッセージを送信した順番で、メッセーキューにメッセージを送信した順番で、メッセー
ジが受信・処理される（ジが受信・処理される（First In First In FisrtFisrt OutOut））

Service BrokerService Broker論理構成論理構成

SERVICESERVICE

QUEUEQUEUE

CONTRACTCONTRACTMESSAGE TYPE
( INITIATOR )

MESSAGE TYPE
( INITIATOR )

MESSAGE TYPE
( TARGET )

MESSAGE TYPE
( TARGET )

ストアドプロシージャ

受信メッセージを処
理するストアドプロ
シージャを指定可能
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Service BrokerService Broker論理構成論理構成

MESSAGE TYPEMESSAGE TYPE
メッセージ検証の方式を定義メッセージ検証の方式を定義

CONTRACTCONTRACT
メッセージ送受信の取り決め、送信元のメッセージタイプメッセージ送受信の取り決め、送信元のメッセージタイプ
や送信先のメッセージタイプを定義や送信先のメッセージタイプを定義

QUEUEQUEUE
メッセージを蓄えるキューメッセージを蓄えるキュー

キュー内のメッセージを処理するストアドプロシージャをキュー内のメッセージを処理するストアドプロシージャを
定義可能定義可能

SERVICESERVICE
QUEUEQUEUEととCONTRACTCONTRACTの関連付けの関連付け

サービス名は送信時に使用サービス名は送信時に使用

メッセージ送受信メッセージ送受信

送信元
（ INITIATOR ）

送信元
（ INITIATOR ）

送信先
( TARGET )

送信先
( TARGET )

DIALOG CONVERSATION

要求キュー

DIALOG開始

メッセージ送信 メッセージ受信

メッセージ送信

DIALOG終了

応答キュー

メッセージ受信

メッセージとともにハンドラを渡す

ハンドラを使って応答
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メッセージ送受信メッセージ送受信

DIALOG CONVERSATIONDIALOG CONVERSATIONを利用してメッを利用してメッ
セージ送受信セージ送受信

トランザクション処理トランザクション処理に近いに近いイメージイメージ

メッセージ送信、受信によって役割が異なるメッセージ送信、受信によって役割が異なる

INITIATORINITIATOR
メッセージ送信側のサービスメッセージ送信側のサービス

TARGETTARGET
メッセージ受信側のサービスメッセージ受信側のサービス

Conversation HandlerConversation Handlerを利用して、双方向を利用して、双方向
のメッセージ送受信のメッセージ送受信

メッセージ送受信メッセージ送受信(1(1方向方向))

送信元
( INITIATOR )

送信元
( INITIATOR )

送信先
( TARGET )

送信先
( TARGET )

DIALOG CONVERSATION

キュー

DIALOG開始

メッセージ送信 メッセージ受信

DIALOG終了



日経コンピュータ主催
速習！SQL Server 2005/Visual Studio 2005 スキルアップセミナー

© 2005 Archway Inc. All rights reserved. 17

メッセージ送受信メッセージ送受信((双方向双方向))

送信元
（ INITIATOR ）

送信元
（ INITIATOR ）

送信元
( TARGET )

送信元
( TARGET )

DIALOG CONVERSATION

要求キュー

DIALOG開始

メッセージ送信 メッセージ受信

メッセージ送信

DIALOG終了

応答キュー

メッセージ受信

Service BrokerService Broker構成の流れ構成の流れ

MESSAGE TYPE
作成

MESSAGE TYPE
作成

CONTRACT
作成

CONTRACT
作成

SERVICE
作成

SERVICE
作成

QUEUE
作成

QUEUE
作成

XML SCHEMA
作成

XML SCHEMA
作成

ストアドプロシージャ
作成

ストアドプロシージャ
作成

メッセージ送受信メッセージ送受信
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Service BrokerService Broker構成の流れ構成の流れ

XML SCHEMAXML SCHEMAの作成の作成(Option)(Option)
XMLXMLスキーマスキーマ(XSD)(XSD)によるメッセージの検証を行いたい場合に必要によるメッセージの検証を行いたい場合に必要

MESSAGE TYPEMESSAGE TYPEの作成の作成

メッセージ検証の方式を設定メッセージ検証の方式を設定

CONTRACTCONTRACTの作成の作成

メッセージ送受信の契約メッセージ送受信の契約(Contract)(Contract)を設定を設定

QUEUEQUEUEの作成の作成

メッセージを蓄えるキューの作成メッセージを蓄えるキューの作成

SERVICESERVICEの作成の作成

QUEUEQUEUEととCONTRACTCONTRACTを関連付けるサービスの作成を関連付けるサービスの作成

ストアドプロシージャの作成ストアドプロシージャの作成

メッセージ受信用ストアドプロシージャの作成メッセージ受信用ストアドプロシージャの作成

メッセージ送信用ストアドプロシージャの作成メッセージ送信用ストアドプロシージャの作成

XML SCHEMAXML SCHEMAの作成の作成(Option)(Option)
CREATE XML SCHEMA COLLECTIONCREATE XML SCHEMA COLLECTION

HelloWorldXmlHelloWorldXml
ASAS

NN’’<?xml version=<?xml version=““1.01.0””? encoding=? encoding=““UTFUTF--1616””>>
<<xsd:schemaxsd:schema targetNamespasetargetNamespase==““http://http://””>>
......
</</xsd:schemaxsd:schema>>’’;;

XMLXMLスキーマスキーマ(XSD)(XSD)による厳密なメッセージの検証を行いたによる厳密なメッセージの検証を行いた
い場合に必要な作業い場合に必要な作業

XSDの文字列
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MESSAGE TYPEMESSAGE TYPEの作成の作成

CREATE MESSAGE TYPECREATE MESSAGE TYPE
[//[//archway.co.jp/sample/HelloWorldarchway.co.jp/sample/HelloWorld]]
VALIDATION = WELL_FORMED_XML ;VALIDATION = WELL_FORMED_XML ;

メッセージ検証の種類を指定メッセージ検証の種類を指定
NONENONE

メッセージの検証を行わないメッセージの検証を行わない

EMPTYEMPTY
必ず空のメッセージ必ず空のメッセージ(Null)(Null)であるか検証であるか検証

WELL_FORMED_XMLWELL_FORMED_XML
XMLXMLのメッセージであるか検証のメッセージであるか検証

VALID_XML WITH COLLECTIONVALID_XML WITH COLLECTION
XMLXMLスキーマによるメッセージの検証スキーマによるメッセージの検証

CONTRACTCONTRACTの作成の作成

CREATE CONTRACTCREATE CONTRACT HelloWorldContractHelloWorldContract
((

SENT BY INITIATOR SENT BY INITIATOR HelloWorldRequestHelloWorldRequest,,
SENT BY TARGET SENT BY TARGET HelloWorldResponseHelloWorldResponse

););
TARGET側のメッセージタイプ

TARGET側のメッセージタイプ
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CONTRACTCONTRACTの作成の作成

MESSAGE TYPEMESSAGE TYPEとメッセージ送受信の方向を定義とメッセージ送受信の方向を定義

SENT BY INITIATORSENT BY INITIATOR
INITIATORINITIATOR側から送信されるメッセージタイプの指定側から送信されるメッセージタイプの指定

SENT BY TARGETSENT BY TARGET
TARGETTARGET側から送信されるメッセージタイプの指定側から送信されるメッセージタイプの指定

SENT BY ANYSENT BY ANY
INITIATOR , TARGETINITIATOR , TARGETどちら側からでも送信可能なメッセージタイプどちら側からでも送信可能なメッセージタイプ

既定では、スキーマ検証を行わない設定既定では、スキーマ検証を行わない設定
[DEFAULT] SENT BY ANY[DEFAULT] SENT BY ANY

双方向のメッセージ送受信を行い、かつスキーマの検証を双方向のメッセージ送受信を行い、かつスキーマの検証を
行う場合は行う場合はINITIATOR, TARGETINITIATOR, TARGETを指定を指定

QUEUEQUEUEのの作成作成

CREATE QUEUECREATE QUEUE HelloWorldQueueHelloWorldQueue
WITHWITH

ACTIVATIONACTIVATION ((
PROCEDURE_NAME = PROCEDURE_NAME = sp_HelloWorldReceivesp_HelloWorldReceive, , 
MAX_QUEUE_READERS = MAX_QUEUE_READERS = 11,,
EXECUTE AS SELFEXECUTE AS SELF

););

メッセージ送受信で利用するキューの作成メッセージ送受信で利用するキューの作成

受信したメッセージを処理するストアドプロシージャを指定可受信したメッセージを処理するストアドプロシージャを指定可
能能(Option)(Option)
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SERVICESERVICEのの作成作成

CREATE SERVICECREATE SERVICE HelloWorldServiceHelloWorldService
ON QUEUEON QUEUE HelloWorldQueueHelloWorldQueue((

HelloWorldContractHelloWorldContract
))

QUEUEQUEUEととCONTRACTCONTRACTの関連付けの関連付け

CONTRACTCONTRACTを指定しなかった場合は、を指定しなかった場合は、INITIATORINITIATOR
専用のサービスとなる専用のサービスとなる

メッセージ送信用ストアドプロシージャメッセージ送信用ストアドプロシージャ

SET NOCOUNT ON SET NOCOUNT ON 
DECLARE @DECLARE @conversationHandlerconversationHandler uniqueidentifieruniqueidentifier;;

BEGIN TRANSACTIONBEGIN TRANSACTION

BEGIN DIALOG @BEGIN DIALOG @conversationHandlerconversationHandler
FROM SERVICEFROM SERVICE
TO SERVICETO SERVICE
ON CONTRACTON CONTRACT
WITH Encryption = OFF, Lifetime = 600;WITH Encryption = OFF, Lifetime = 600;

SEND ON CONVERSATION @SEND ON CONVERSATION @conversationHandlerconversationHandler
MESSAGE TYPE MESSAGE TYPE HelloWorldMessageHelloWorldMessage( ( NN’’HelloHello World!!World!!’’ ))

COMMITCOMMIT

DIALOGの開始

メッセージ送信



日経コンピュータ主催
速習！SQL Server 2005/Visual Studio 2005 スキルアップセミナー

© 2005 Archway Inc. All rights reserved. 22

メッセージ受信用ストアドプロシージャメッセージ受信用ストアドプロシージャ

SET NOCOUNT ONSET NOCOUNT ON
DECLARE DECLARE @@conversationHandleconversationHandle uniqueidentifieruniqueidentifier
DECLARE DECLARE @@message_bodymessage_body nvarchar(MAXnvarchar(MAX););

BEGIN TRANSACTION;BEGIN TRANSACTION;

RECEIVE TOP(1) RECEIVE TOP(1) 
@@conversationHandleconversationHandle = = conversation_handleconversation_handle,,
@@message_bodymessage_body = = message_bodymessage_body

FROM FROM HelloWorldTargetQueueHelloWorldTargetQueue

SEND ON CONVERSATION SEND ON CONVERSATION @@conversationHandleconversationHandle
MESSAGE TYPE MESSAGE TYPE HelloWorldResponseHelloWorldResponse

((N'HelloN'Hello From ' + @@From ' + @@servernameservername))

END CONVERSATION END CONVERSATION @@conversationHandleconversationHandle

COMMITCOMMIT

メッセージ受信

応答メッセージ送信

DIALOG終了

Service BrokerService Brokerを利用したを利用した
メッセージ交換メッセージ交換
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送信元
（ INITIATOR ）

送信元
（ INITIATOR ）

デモの構成デモの構成

送信元
（ INITIATOR ）

送信元
（ INITIATOR ）

送信元
( TARGET )

送信元
( TARGET )

DIALOG CONVERSATION

HelloWorldTargetQueue

DIALOG開始

メッセージ送信 メッセージ受信

メッセージ送信

DIALOG終了
HelloWorldInitiatorQueue

メッセージ受信

HelloWorldResponseServiceHelloWorldResponseService

HelloWorldRequestServiceHelloWorldRequestService

HelloWorldContractHelloWorldContract

MSMQMSMQとの比較との比較

メッセージサイズの制限メッセージサイズの制限
MSMQMSMQと違って、１メッセージのサイズが４と違って、１メッセージのサイズが４MBMBまでというまでという
制限が無い制限が無い

SQL Server 2005SQL Server 2005同士でないと連携できない同士でないと連携できない

ただし、ただし、Integration ServiceIntegration Serviceなどを利用し、旧バージョンなどを利用し、旧バージョン
や他製品／外部アプリケーションとの連携可能や他製品／外部アプリケーションとの連携可能

開発効率開発効率
MESSAGE TYPE, QUEUEMESSAGE TYPE, QUEUE作成の作成のGUIGUIが無いが無い
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Notification ServiceNotification Service概要概要

ファイルシステムやデータベースのデータ挿ファイルシステムやデータベースのデータ挿
入、変更などのイベントを拾い、ユーザに対入、変更などのイベントを拾い、ユーザに対
してメールやファイル出力などで通知する機してメールやファイル出力などで通知する機
能能

SQL Server 2000SQL Server 2000でもでもNotification ServiceNotification Service
は利用可能は利用可能

下記下記URLURLからダウンロードし、追加インストールからダウンロードし、追加インストール

http://www.microsoft.com/http://www.microsoft.com/japan/sql/nsjapan/sql/ns//
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Notification ServiceNotification Service適用シナリオ適用シナリオ

ユーザーへの通知ユーザーへの通知

株価が変動した場合、メールで通知するなどア株価が変動した場合、メールで通知するなどア
プリケーションの通知機能として利用プリケーションの通知機能として利用

管理者への通知管理者への通知

メールでの障害通知、メールでの障害通知、RSSRSSでのログ情報通知なでのログ情報通知な
ど管理タスクの補助機能として利用ど管理タスクの補助機能として利用

Custom Delivery ProtocolCustom Delivery Protocolを作成し、を作成し、
Windows Windows Messanger(IMMessanger(IM))とも連携可能とも連携可能

デ
ー
タ
層

Notification ServiceNotification Serviceアーキテクチャアーキテクチャ

インスタンス名＋NSMain インスタンス名＋アプリケーション名

物
理
層

論
理
層

NSService.exe
(Windowsサービス)

NSService.exe
(Windowsサービス) NSControl.exeNSControl.exeMicrosoft.SQLServer.

NotificationServices.dll
Microsoft.SQLServer.

NotificationServices.dll

Even Provider Host

File System

SQL Server

Custom
Notification Generator Formatter

Subscribers Subscriptions Subscriber Devices

Distributor

XSLT Formatter

Custom

SQL Match
Rules

File

E-Mail

Custom
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Notification ServiceNotification Serviceアーキテクチャアーキテクチャ

論理層論理層

どのようにイベントを検知し、通知の生成や配信どのようにイベントを検知し、通知の生成や配信
を行うか構成ファイルを使って定義を行うか構成ファイルを使って定義

構成情報はデータベースに展開構成情報はデータベースに展開

物理層物理層

論理層で定義された構成に従って、論理層で定義された構成に従って、Notification Notification 
ServiceServiceののWindowsWindowsサービスがイベントを検知し、サービスがイベントを検知し、
通知などを実行通知などを実行

データ層データ層

Notification ServiceNotification Serviceのアプリケーションの構成のアプリケーションの構成
情報を格納したデータベースインスタンス情報を格納したデータベースインスタンス

Notification ServiceNotification Service論理構成論理構成

アプリケーション構成

EventClass SubscriptionClass NotificationClass

アプリケーションデータ

Subscriber

- SubscriberId
- Enabled

Subscriber

- SubscriberId
- Enabled

SubscriberDevice

- DeliveryChannelName
- DeviceAddress
- DeviceName
- DeviceTypeName
- SubscriberId

SubscriberDevice

- DeliveryChannelName
- DeviceAddress
- DeviceName
- DeviceTypeName
- SubscriberId

SubscriptionSubscription

ユーザアプリケーション
(.NET or COM Interop)
ユーザアプリケーション

(.NET or COM Interop)
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Notification ServiceNotification Service論理構成論理構成

アプリケーション構成アプリケーション構成
Notification ServiceNotification Serviceアプリケーションで使用するイベントアプリケーションで使用するイベント
クラス、サブスクリプション、通知などのスキーマ定義クラス、サブスクリプション、通知などのスキーマ定義

EventClassEventClass
SubscriptionClassSubscriptionClass
NotificationClassNotificationClass

アプリケーションデータアプリケーションデータ
Notification ServiceNotification Serviceアプリケーションを実行するためにアプリケーションを実行するために
必要な実データを登録必要な実データを登録

SubscriberSubscriber
SubscriberDeviceSubscriberDevice
SubscriptionSubscription

ユーザアプリケーションから、ユーザアプリケーションから、 Notification ServiceNotification Service
のの.NET API.NET APIややCOMCOMオブジェクトを利用してデータ登録オブジェクトを利用してデータ登録

NotificationNotificationの生成の生成

Event ProviderEvent Provider

Notification GeneratorNotification Generator

Content FormatterContent Formatter

Content Delivery ProtocolContent Delivery Protocol

イベントデータ Subscription比較
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NotificationNotificationの生成の生成

イベントの発生をイベントの発生をEventEvent ProviderProviderが検出し、イベントが検出し、イベント
データ生成データ生成

発生したイベントデータと発生したイベントデータとSubscription(Subscription(購読情報購読情報))
のデータを比較し、条件が一致する購読者に対してのデータを比較し、条件が一致する購読者に対して
NotificationNotificationを生成を生成

NotificationNotificationははADFADFファイルで定義されたファイルで定義された
NotificationClassNotificationClassのフィールドをのフィールドをXMLXML形式で保持形式で保持

Content FormatterContent FormatterによってによってNotificationNotificationが変換され、が変換され、
Content Delivery ProtocolContent Delivery Protocolによって通知によって通知

構成の流れ構成の流れ

ADFファイル

構成

ADFファイル

構成

ICFファイル

構成

ICFファイル

構成

ICFファイル

登録

ICFファイル

登録

イベント発生／
イベント通知

イベント発生／
イベント通知

Subscriber
登録

Subscriber
登録

SubscriberDevice
登録

SubscriberDevice
登録

Subscription
登録

Subscription
登録

セキュリティ設定セキュリティ設定
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構成の流れ構成の流れ

1.1. Application Definition Application Definition File(ADFFile(ADF))ファイルの作成ファイルの作成
イベントをどのように検知し、通知の生成や配信をどのように行うかイベントをどのように検知し、通知の生成や配信をどのように行うか
というというNotification ServiceNotification Serviceのアプリケーション設定のアプリケーション設定

2.2. Instance Configuration Instance Configuration File(File(ICFICF))ファイルの作成ファイルの作成
Notification ServiceNotification Serviceアプリケーションを実行するインスタンスの設アプリケーションを実行するインスタンスの設
定定

3.3. ICFICFファイルの登録ファイルの登録
ICFICFファイルをファイルをSQL ServerSQL Serverへ登録し、へ登録し、Notification ServiceNotification Serviceのインスのインス
タンスを作成タンスを作成

4.4. セキュリティ設定セキュリティ設定

5.5. SubscriberSubscriber登録登録

6.6. SubscriberDeviceSubscriberDevice登録登録

7.7. SubscriptionSubscription登録登録

8.8. イベント発生／イベント通知イベント発生／イベント通知
イベントを発生させ、通知を実行イベントを発生させ、通知を実行

ADFADFファイルの構成ファイルの構成

アプリケーションで扱うイベントの設定アプリケーションで扱うイベントの設定

SubscriptionSubscriptionの設定の設定

GeneratorGeneratorの設定の設定

通知の設定通知の設定

利用するフォーマッタの設定利用するフォーマッタの設定

利用するプロトコルの設定利用するプロトコルの設定
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ICFICFファイルの構成ファイルの構成

Notification ServiceNotification Serviceインスタンスの設定インスタンスの設定
インスタンス名インスタンス名

アプリケーションアプリケーション(ADF(ADFファイルファイル))との関連付けとの関連付け
アプリケーション名アプリケーション名
アプリケーションが利用するフォルダパスアプリケーションが利用するフォルダパス
ADFADFファイルのパスファイルのパス

DeliveryChannelDeliveryChannelの登録と設定の登録と設定
通知で利用する通知で利用するDelivery ChannelDelivery Channelの登録の登録

SMTPSMTP
EE--MailMailでの通知での通知

FileFile
通知をファイル出力通知をファイル出力

Custom Delivery ChannelCustom Delivery Channelを登録する場合は、を登録する場合は、ProtocolsProtocols要要
素で作成した素で作成した.NET.NETアセンブリの情報を登録アセンブリの情報を登録
他にも他にもNotification ServiceNotification Serviceが自動で作成するデータベースが自動で作成するデータベース
インスタンスの設定などが可能インスタンスの設定などが可能

ICFICFファイルの登録ファイルの登録
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ICFICFファイルの登録ファイルの登録

作成した作成したICFICFファイルをファイルをSQL Server Management SQL Server Management 
StudioStudioから登録から登録

ICFICFファイルで関連付けられたファイルで関連付けられたNotification ServiceNotification Serviceアプアプ
リケーションも自動登録リケーションも自動登録

Notification ServiceNotification Serviceで利用するデータベースインスで利用するデータベースインス
タンスとタンスとWindowsWindowsサービスが作成されるサービスが作成される

インスタンスの有効化／無効化や開始／停止などインスタンスの有効化／無効化や開始／停止など
の管理タスクも実行の管理タスクも実行

セキュリティ設定セキュリティ設定

WindowsWindowsアカウントの作成アカウントの作成

NotficationNotfication ServiceServiceが作成したデータベースインスが作成したデータベースインス
タンスへアカウント登録タンスへアカウント登録

データベースインスタンスデータベースインスタンス
インスタンス名＋インスタンス名＋NSMainNSMain
インスタンス名＋アプリケーション名インスタンス名＋アプリケーション名

追加ロール追加ロール
NSRunServiceNSRunService

フォルダのアクセス権設定フォルダのアクセス権設定(Option)(Option)
ファイル出力などを行う場合は、出力先フォルダに対しファイル出力などを行う場合は、出力先フォルダに対し
て、て、1.1.で作成したアカウントが書き込み権限を有しているで作成したアカウントが書き込み権限を有している
か確認か確認
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SubscriberSubscriberの登録の登録

購読者購読者(Subscriber)(Subscriber)の登録の登録

名前空間名前空間
Microsoft.SqlServer.NotificationServiceMicrosoft.SqlServer.NotificationService

SubscriberSubscriberクラスクラス

主要プロパティ主要プロパティ
SubscriberIdSubscriberId

購読者の購読者のIDID
EnabledEnabled

購読者が有効であるか購読者が有効であるか

SubscriberDeviceSubscriberDeviceの登録の登録

購読者への通知方法購読者への通知方法((SubscriberDeviceSubscriberDevice))の登録の登録
名前空間名前空間

Microsoft.SqlServer.NotificationServiceMicrosoft.SqlServer.NotificationService
SubscriberDeviceSubscriberDeviceクラスクラス

主要プロパティ主要プロパティ
SubscriberIdSubscriberId

購読者の購読者のIDID
DeliveryChannelNameDeliveryChannelName

通知で利用するチャネル名通知で利用するチャネル名

DeviceAddressDeviceAddress
通知先のアドレス（メールアドレスなど）通知先のアドレス（メールアドレスなど）

DeviceNameDeviceName
デバイス名デバイス名
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SubscriptionSubscriptionの登録の登録

購読情報購読情報(Subscription)(Subscription)を登録を登録

名前空間名前空間
Microsoft.SqlServer.NotificationServiceMicrosoft.SqlServer.NotificationService

SubscriptionSubscriptionクラスクラス

主要プロパティ主要プロパティ
SubscriberIdSubscriberId

購読者の購読者のIDID
ItemItem

購読情報として設定されたアイテム一覧購読情報として設定されたアイテム一覧

ADFADFファイルのファイルのSubscriptionClassSubscriptionClassとして定義したフィーとして定義したフィー
ルドを利用可能ルドを利用可能

イベント発生／通知イベント発生／通知

DECLARE @DECLARE @BatchIDBatchID bigintbigint;;
EXEC EXEC dbo.NSEventBeginBatchWeatherEventsdbo.NSEventBeginBatchWeatherEvents NN’’’’, @, @BatchIDBatchID OUTPUT;OUTPUT;

EXEC EXEC dbo.NSEventWriteWeatherEventsdbo.NSEventWriteWeatherEvents
@@EventBatchIdEventBatchId = @= @BatchIDBatchID,,
@City = @City = NN’’SeattleSeattle’’,,
@Date = N@Date = N’’2005/02/21 14:00:002005/02/21 14:00:00’’,,
@Low = 31,@Low = 31,
@High = 52,@High = 52,
@Forecast = @Forecast = NN‘‘SunnySunny’’

EXEC EXEC dbo.NSEventFlushBatchWeatherEventsdbo.NSEventFlushBatchWeatherEvents @@BatchIDBatchID
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イベント発生／通知イベント発生／通知

TT--SQLSQLから直接イベントを発生から直接イベントを発生

dbo.NSEventBeginBatchdbo.NSEventBeginBatch<<イベント名イベント名>>
イベント発生バッチ処理の開始イベント発生バッチ処理の開始

dbo.NSEventWritedbo.NSEventWrite<<イベント名イベント名>>
イベント発生イベント発生

dbo.NSEventFlushBatchdbo.NSEventFlushBatch<<イベント名イベント名>>
イベント発生バッチ処理の終了イベント発生バッチ処理の終了

データベースの変更やファイルシステムの変更イベデータベースの変更やファイルシステムの変更イベ
ントなどを発生ントなどを発生

Custom Event ProviderCustom Event Providerの作成も可能の作成も可能

RSSRSSを利用した連携を利用した連携
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デモの構成デモの構成

クライアント

Visual Studio 2005
で作成した

Windowsアプリケーション

クライアント

Visual Studio 2005
で作成した

Windowsアプリケーション

エンドポイント

ストアドプロシージャを
実行するWebサービス

エンドポイント

ストアドプロシージャを
実行するWebサービス

ストアドプロシージャ

データベースの操作
（INSERT, SELECT）

イベント発生

ストアドプロシージャ

データベースの操作
（INSERT, SELECT）

イベント発生

Notification Service

イベント検知と
RDFファイル生成

Notification Service

イベント検知と
RDFファイル生成

IIS

RDFファイルの配信

IIS

RDFファイルの配信

RSS Reader

RSSを参照するリーダー
今回はRSS Banditを利用

RSS Reader

RSSを参照するリーダー
今回はRSS Banditを利用

新機能の適用箇所新機能の適用箇所

SQL Server 2005 WebSQL Server 2005 Webサービスサービス
サービス指向アーキテクチャでアプリケーションを実装すサービス指向アーキテクチャでアプリケーションを実装す
る際のサービスの一つとしての利用（内部る際のサービスの一つとしての利用（内部WebWebサービサービ
ス）ス）

Integration Service, BizTalk ServerIntegration Service, BizTalk Serverなどとの連携手段などとの連携手段

Service BrokerService Broker
処理時間の長いストアドプロシージャのチューニング方処理時間の長いストアドプロシージャのチューニング方
法のひとつ法のひとつ

.NET API.NET APIややSQL Server 2000, MSMQSQL Server 2000, MSMQとの相互運用がとの相互運用が
提供されるようになれば利用シナリオも増える提供されるようになれば利用シナリオも増える

Notification ServiceNotification Service
通知を専用で行うアプリケーションを構築する際の基盤通知を専用で行うアプリケーションを構築する際の基盤
機能（フレームワーク）として利用機能（フレームワーク）として利用

大規模ユーザ向き大規模ユーザ向き
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アプリケーション統合のヒントアプリケーション統合のヒント

統合の必要は
ありません

統合の必要は
ありません

情報の電子化
から始めましょう

情報の電子化
から始めましょう

バッチ処理 / 
Integration Service

を利用した統合
( 1 対 1 or N )

バッチ処理 / 
Integration Service

を利用した統合
( 1 対 1 or N )

Integration Service
を利用した簡易EAI

( N 対 N )

Integration Service
を利用した簡易EAI

( N 対 N )

BizTalk Server
を利用したEAI

( N 対 N )

BizTalk Server
を利用したEAI

( N 対 N )

社内に分散して
保存されている
情報／データは
ありますか？

社内に分散して
保存されている
情報／データは
ありますか？

START

No

そのデータは
電子化

されていますか？

そのデータは
電子化

されていますか？

Yes

分散している数や
規模は多いですか？

分散している数や
規模は多いですか？

EAIの考えに

賛同しますか？

EAIの考えに

賛同しますか？

EAIサーバに

豊富な機能を
求めますか？

EAIサーバに

豊富な機能を
求めますか？

Indigoを利用した
SOA開発

Indigoを利用した
SOA開発

Yes

No No

Yes

No

Yes

SOAに興味がある

No

Yes

まとめまとめ

分散環境にあるデータベースを統合する技分散環境にあるデータベースを統合する技
術、方法は多数ある術、方法は多数ある

数多くある数多くあるMicrosoftMicrosoft技術／製品を適切な箇技術／製品を適切な箇
所、適切な用途で利用できるように、その特所、適切な用途で利用できるように、その特
徴とメリット、デメリットを理解する徴とメリット、デメリットを理解する

SQL Server 2005 WebSQL Server 2005 Webサービスサービス v.sv.s. ASP.NET . ASP.NET 
WebWebサービスサービス

Service Broker Service Broker v.sv.s. MSMQ. MSMQ
SQL Server 2005 Integration Service SQL Server 2005 Integration Service v.sv.s. . 
BizTalk ServerBizTalk Server
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AppendixAppendix
SQL Server 2005 CTP 2005 AprilSQL Server 2005 CTP 2005 April

SQL Server 2005 Books OnlineSQL Server 2005 Books Online
SQL Server 2005 SamplesSQL Server 2005 Samples

A First Look at SQL Server 2005 for Developers(A First Look at SQL Server 2005 for Developers(書籍書籍))
著者著者 :Bob :Bob BeaucheminBeauchemin, , NielsNiels Berglund, Dan SullivanBerglund, Dan Sullivan

Archway Inc.Archway Inc.ダウンロードページダウンロードページ
セッション資料とデモのソースコードを公開セッション資料とデモのソースコードを公開

http://http://www.archway.co.jp/download.htmlwww.archway.co.jp/download.html

関連セッション関連セッション
【【ADV 1ADV 1】】

XML XML テクノロジーテクノロジー

【【SQL 3SQL 3】】
データ統合プラットフォーム活用シナリオデータ統合プラットフォーム活用シナリオ

© 2005 Microsoft Corporation. All rights reserved.
This presentation is for informational purposes only. Microsoft makes no warranties, 
express or implied, in this summary.


